
 

平成２８年１月１８日 
 
 

さいたま市との包括連携協定の締結について 
～産業・経済の振興、地域雇用の創出など１１分野で連携強化～ 

 
 
 武蔵野銀行（頭取 加藤 喜久雄）は、平成２８年１月２５日(月)、さいたま市(市長 清水 勇人)
と産業・経済の振興、地域雇用の創出など１１分野において、包括連携協定を締結いたしますので  

お知らせします。 
 本協定は、地方創生に取り組んでいるなか、当行とさいたま市の双方が持つ資源を有効に活用し、

「市民サービスの向上」と「地域の活性化」等を緊密な相互の連携のもと取組むことを目的としてい

ます。   
本協定の締結を契機に、さいたま市との一層の連携強化を促進し、市民の皆さまへの多様なサービ

スの創出や地域の活性化に取組んでまいります。 
 
 
１．協定の目的 

  当行とさいたま市との緊密な相互の連携と協働により、双方の資源を有効に活用し、「市民サービ

スの向上」や「地域の活性化」等を推進する。 
 
２．協定に基づく連携事項 

（１）産業・経済の振興、地域雇用の創出に関すること。 
（２）農業の振興、地産地消の促進に関すること。 
（３）まちづくり、公共施設マネジメントに関すること。 
（４）スポーツ、文化、芸術の振興に関すること。 
（５）シティセールス、観光振興に関すること。 
（６）健康増進に関すること。 
（７）高齢者支援、障害者支援に関すること。 
（８）子育て支援、子ども・青少年育成に関すること。 
（９）地域・暮らしの安心・安全、災害対策に関すること。 
（10）環境保全に関すること。 
（11）その他市民サービスの向上と地域の活性化に関すること。 
 
３．協定締結式 

（１）日 時  平成２８年１月２５日（月） 午前１１時４０分～ 
（２）場 所  さいたま市役所本庁舎４階 政策会議室 
（３）出席者  さいたま市  市 長  清水 勇人 
        当   行  頭 取  加藤 喜久雄 
 
４．今後の主な取組み内容 

・市内中小企業の総合的な一貫支援における連携 
・市内農産物・食材の普及促進における連携 ～公民連携による研究会の立ち上げ～ 
・「第８回世界盆栽大会ｉｎさいたま」における連携 
・のびのび健診（特定健診）受診率向上キャンペーンにおける連携 
・高齢者の見守りにおける連携 ～さいたま市徘徊見守りＳＯＳネットワークへの参画～ 

以 上 
 

報道機関からのお問い合わせ先 
地域サポート部 地域価値創造室：郷、守屋 

ＴＥＬ（048）641‐6111（代） 


